
東北の学生から訪韓の感想！

今年の訪韓闘争に連れていって頂き、活動家として大変有

意義な教訓を得ることができた。感謝の意を述べるとともに、

訪韓闘争の感想を記したい。

訪韓闘争の日程工程は、1日目に日韓学生理念交流会、2日

目に民主労総の民衆総決起大会、3日目に各労働組合訪問、そ

して4日目に日韓労働者理念交流会が行われた（5日目は特に

なし）。そのうち1日目の学生理念交流会、2日目の民衆総決

起大会が印象深かったので、詳しく書かせて頂く。

まず日韓学生理念交流会についてだが、私は韓国の学生運

動のすさまじさに驚いた。大学の登録金（入学金）を大幅に

引き上げる旨を政府が発表すると、1万人の学生が登録金引き

上げ抗議集会に集まったらしい。その集会の場で、学生の指

導部が、男女関係なく髪をそり、坊主頭となり必ず引き上げ

を撤回させると決意した。そして、抗議デモに出ていき、機

動隊とぶつかり、実力闘争になって、かなり苛烈な運動に発

展した。その抗議の甲斐あって、登録金の引き上げの話は白

紙となり、更に登録金が値下がりする成果を実力で勝ちとっ

たそうだ。学生の支配階級に対する怒りの爆発が生んだ実力

闘争のたまものだと思った。

次に民衆総決起大会のことである。ご存知の方もいらっしゃ

るだろうが、約10万人の労働者が「パククネ退陣！ひっくり

返そう財閥の世の中！」をスローガンに集会へ合流した。集

会終了後、大統領府へのデモが開始された。デモ行進中、機

動隊が突如道路を装甲車で封鎖し、「このデモは違法だ。す

ぐに解散しろ」などと喚き散らした。しかし、労働者達は引

かず、実力行動を始めた。装甲車を破壊したり、機動隊と乱

闘になるなど激しい闘いを約7時間くり広げた。私は200ｍ以

上後ろの場所にいたが、とてつもない怒号が現場に響き渡っ

ていた。

上に挙げた2つの闘争について、私なりに総括してみると、

2つの闘争は規模、内容は違えど本質は同じものだと思う。そ

れは、どちらの闘争も、被抑圧者から抑圧者に向けた圧倒的

実力闘争であることだ。集会・デモの枠内、法律、警察から

の弾圧など一切無関係に自らの怒りを身体で表現した、そん

な闘争ではないだろうか。感動的な闘争だ。

この2つの闘争を考えると、9月国会前で、実力行動を起こ

さなかった自分が本当にまだまだだなと感じてしまう。エセ

リベラル反動反革命極悪団体シールズの妨害があったにせよ、

警察の弾圧を恐れて前に行こうとしなかった自分が本当に情

けない。あの国会前に集まった人々の（シールズ、その他反

動団体を除いて）戦争法を推し進める安倍政権に対する怒り

は、決して声をあげるだけで収まるものではなかったのにも

関わらず。もしあの場で前に出ていれば…。

戦争法は、来年の3月に施行される。再び国会闘争が吹き荒

れるだろう。その時は、必ず実力闘争、労働者階級による圧

倒的暴力で法の施行を止める。しかし、実力行使しようとす

れば、シールズの連中や反動どもが邪魔をするだろう。しか

し、そんな「本当にとめる」といっておきながら施行を「本

当にとめない」連中など徹底的に粉砕しよう。もちろん、こ

んな連中は真の敵ではない。倒すべき真の敵は戦争法推進、

命より金を重視する安倍政権だ。韓国国民の闘争に学んで、

怒れる人民と結合して、実力で安倍政権を倒そう！ 国会に突

入して、戦争法を粉砕しよう！ そして日本で、韓国と連帯し

てゼネストをやろう！ 腐りきった資本主義社会を労働者・学

生の力で終わらせよう！

民主労総ハン・サンギュン委員長の11
月14日全国労働者大会での発言(抜粋）

労働者民衆はすべてが我慢できないと

叫んでいるのにこの国はすっかり歴史、

理念、階級戦争で取り乱している。

清算できない権力がよみがえった。

断罪できない歴史が繰り返されている。
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↑11・14ソウル市内デモに動労千葉・全学連訪韓団100名が合流



資本とセヌリ党政権は民衆を弾圧し、永遠に君臨するための

戦争を始めた。その行く手に障害になる民主労総を弾圧し、歴

史を改造し、維新を復活させようとする朴槿恵（パククネ）政

権に対抗するために、われわれは総決起する。

総決起闘争に共にしてくれる民衆市民社会団体諸政党代表者

の同志たちと誇り高い民主労総の同志にごあいさつします。

闘争（トゥジェン）！

同志のみなさん、今、私たちには2種類の自信が必要です。最

初は、45年経っても多くの全泰壹（チョンテイル）がもがいて

いる野蛮の 世の中を変えるために、自信を持って叫ばなければ

なりません。資本主義のカーテンを引き裂くわれわれの闘争に

連帯しろ!!!

死ぬほど働いても人間らしく暮らせない世の中は私たちが望

む世の中ではなく、その権力は私たちのための権力ではないの

だから、労働者民衆のための世の中は私たちが作ろうというこ

とだ。労働者が立ち上がらなければ世の中は決して変わらない。

二番目は、一人で激しく戦うという覚悟ではなく、一緒に戦

えば勝利することができ、不正な政権も追い出せるという自信

を持とう。戦っても変わらないという敗北のくびきをふり捨て

よう。

同志のみなさんが今日の朝飯を食べ、寂しい財布をはたいて

三百億以上を道端に敷きながらも上京してきたのは、共に戦う

同志が本当にいることを見たかったのでしょうし、このままで

は生きられないという怒りをきっちり見せつけたかったからだ

と信じます。

大きな気持ちを持って来たのですから、しっかり戦って帰り

ましょう。今から夜遅くまで、ソウル市内のあちこちを労働者

の道にしましょう。

いつでも労働者民衆が怒ればソウルを、いやこの国全体をマ

ヒさせられるということを、はっきりと見せつけましょう。そ

れでも変わらなければ、2次、3次の総決起をして、ゼネストで

決着をつけなければと思いますが、同志のみなさん、同意して

くださいますか?

闘争!

一緒にこの道を行くという貴重な同志がたくさんいます。韓

国労総の政労使野合に反対する金属労連化学労連公共連盟委員

長同志と 組合員同志が共に戦ってきました。さらにあります。

またまた民主労総の旗を掲げよう...

現代重工、健康保険、双竜車、マンド組合員と委員長同志も

来ました。熱い同志愛で熱烈に歓迎しましょう。

同志のみなさん、45年前に維新独裁に対抗した全泰壹烈士の

ことを考えます。もっと苦しく、空腹の同僚のことを先に考え

て実践した暖かい連帯こそ、この時代に最も切実な精神です。

連帯と闘争、非正規職を無視する沈黙の時間を反省して、抵抗

と闘争で復活させましょう。

全泰壹烈士の暖かい連帯を、自分の工場から実践し、本当の

二千万労働者の代表になりましょう。

民主労総を狙う政権が、社長に勝手に就業規則を変える権限

を与えれば、民主労組の団体協約はあってなくても同じという

世の中になってしまうでしょう。

低成果者を退出させる刀の柄を社長が勝手に振り回す瞬間、

労働組合は組合員を保護できなくなります。私たちすべてが仕

事を止めるゼネストをしなければ防げない怪物です。戦うべき

時に戦い、民主労組を守りましょう。

民主労総は20歳の青年になり、正規職5万と非正規職5万が共

に集まり闘争する歴史的な今日をむかえました。

千万非正規職時代を終わらせ、労働が尊重される世の中を作

るという覚悟で駆け付けた同志が感動であり、希望です。非正

規職の仲間たち、力が湧きませんか?

闘争!

労働改悪と歴史戦争は同じです。日本人の銃刀を振りかざし

て東学革命軍を虐殺した権力は日本人の手先であり、彼らは解

放後清算されるどころか、今も労働者民衆を弾圧する絶対権力

として君臨しています。彼らには、恥も、民主主義も、経済民

主化もありません。

セウォル号の真相も永遠に隠したいのでしょう。だから親日

独裁・反労働の歴史を変えようと血眼になっているのです。悪

い権力を変えるのは容易ではありません。諦めることなく、で

きることから実践してみましょう。まず、やさしいようで難し

い宿題、600万票を本当に実現するように団結しましょう。帰途、

焼酎一杯飲みに行く食堂ごとにTV朝鮮が流れています。腹を立

てるだけでなく、静かに主人を呼んで、食事は本当においしい

のに、 あのテレビのおかげで気分が悪い。ここにまた来ようか、

どうしようか。尋ねなければなりません。

罰金が恐くて闘うことが難しい世の中にも抵抗しなければな

りません。集会の時、写真一発写されれば罰金が3百、5百です。

この金額はなんと2兆ウォンを超えるそうです。

ちょっと苦しくても、体で払いましょう。まず私が労役に行

きます。小さな行動でも、権力はひびが入ります。

同志のみなさん、私は今日、民主労総の委員長として朴槿恵

政権にはっきりと要求します。

第一に、勝手に解雇、一生非正規職の労働改悪を今すぐ中断

しろ!

第二に、すべての国民が反対する韓国史教科書国定化告示を

今すぐ廃棄しろ!

第三に、財閥一人占め経済体制を廃棄して労働者の権利を全

面的に認めろ! 最低賃金1万ウォン、常時持続業務の即刻正規職

化、国民年金所得代替率50％に引上げ、労働時間短縮、民営化

を中断して社会公共性を強化しろ!

同志のみなさん!

政権に送る私たちの要求を勝ち取るために、すべてを賭けて

闘争しましょう。公共と民間、正規職と非正規職、教師と公務

員まで、労働者は誰もこの危機から逃げることはできません。

今日の総決起闘争で自信をつけて、12月の全面的なゼネストで

政権を揺さぶり、必ず勝利しましょう。2015年11月14日は労働

者民衆の大反撃の日です。

闘争のすべての責任は民主労総委員長が取ります。恐がるこ

となく、ソウルのすべての道路に出て行って、市民と会って、

何としてでも不正な政権の心臓部、青瓦台に進撃しましょう。

同志のみなさん、民主労総はすでに労働改悪の挑発が予想さ

れる12月のゼネストを宣言しました。私は12月のゼネストを今

日集まった10万同志の決意で打ち抜けると信じています。

同志の決意を込めて、民主労総委員長は宣言します。民主労

総は不当な政権に対抗し、今日の総決起闘争を始めとし、12月

には労働改悪阻止と労働が美しい世の中のために強力なゼネス

ト闘争に突入することを宣言します。

闘争!

国民に権力を! 労働者に権利を! ありがとうございます。


